
令和元年度奥州市一般会計予算等に対する附帯意見の処理結果について 
一般会計 

附  帯  意  見 処 理 結 果 担当部等名 

１ 財政のより一層の健全化に努

め、もって総合計画の各種事業

を着実に推進されたい。 

行政経営改革プランを推進し、自主財

源の確保に努めるとともに、総合計画に

掲げるまちづくりを推進するため、限ら

れた財源の効果的な活用に留意し、各種

事業を着実に実施しました。 

総務企画部 

財 務 部 

２ 第３次バス交通計画の策定にあ

たり、地域の実態に即した持続

可能な地域公共交通ネットワー

ク体系を確立されたい。 

各種アンケート結果、地区振興会等と

の意見交換、市議会の政策提言書等を踏

まえて課題を整理し、市外や各地域拠点

間を結ぶ路線バスと、地区を面として対

応する「地区内交通（デマンド交通）」

を組み合わせたネットワークを提案する

第３次バス交通計画を策定しました。 

総務企画部 

３ 農商工の一層の振興に向け、具

体的な数値目標をもって実効性

の高い施策に取り組まれたい。 

 令和元年度に策定した奥州市農業振興

ビジョンをはじめ、各種計画において数

値目標を定め、賑わいのある商店街づく

りや雇用の確保、農地の生産性の向上や

農業の担い手の確保・育成などに取り組

みました。 

商工観光部 

農 林 部 

４ ＩＬＣ誘致を見据え、水沢江刺

駅周辺の開発など整備振興に努

められたい。 

ＩＬＣの推進にあっては、国の誘致決

定の方針が示されていない状況ですので

、平成28年に策定した「奥州市ＩＬＣま

ちづくりビジョン」に基づき、国の動向

等を注視しながら、水沢江刺駅周辺の整

備振興については、奥州市の玄関口とし

てふさわしい土地利用が図られるよう、

検討してまいります。 

総務企画部 

商工観光部 

都市整備部 

５ 就学援助事業について、対象費

目の拡充を図られたい。 

令和元年度より卒業アルバム代を対象

費目として拡充しております。その他の

費目については、国の補助金交付要綱や

他市町村の交付状況を見ながら、検討し

てまいります。 

教育委員会 

６ 生活困窮者自立支援事業の拡充

を図るとともに、子ども食堂の

取組みなど困窮者対策の充実に

努められたい。 

生活困窮者の多くが家計に係る問題を

抱える中、生活困窮者自立支援事業とし

て新たに家計改善支援事業を実施するこ

とにより相談支援、就労支援、家計改善

支援の包括的な支援の充実を図ることが

できました。 

また、子ども食堂については、民間事

業者等が実施する取組について、市広報

誌での紹介やホームページでの開催告知

等を行ったほか、子ども食堂等を立ち上

げるための研修会の開催や子ども食堂等

立ち上げ費用の補助制度を創設しまし

た。 

福 祉 部 

健康こども部 
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附  帯  意  見 処 理 結 果 担当部等名 

７ 地域防災力の向上のため、緊急

告知ラジオの計画的な配布、管

理と活用を図られたい。 

平成30年度に策定した配付計画及び奥

州市緊急告知ラジオ無償貸与事業実施要

綱により、緊急告知ラジオの配付を行い

ました。今後も、計画に基づいた緊急告

知ラジオの配付を行い、発災時の迅速か

つ正確な災害情報の伝達に努めてまいり

ます。 

市民環境部 

８ 消防団員の確保を推進するとと

もに、防火衣など装備品の計画

的な更新に努められたい。 

装備品については、活動服及びアポロ

キャップの更新を行いました。併せて、

広報やＨＰにより消防団の紹介と団員の

募集を行いました。今後も団員確保の推

進と装備品の計画的な更新に努めてまい

ります。 

市民環境部 

９ 第２次環境基本計画の目標が達

成されるよう、ごみ減量化推進

を図られたい。 

ごみ減量化推進については、ごみ・リ

サイクル出前講座での適正分別・適正排

出の周知また、市公衆衛生組合連合会と

連携によるリサイクルを推進してまいり

ました。その結果、「その他紙」「その

他プラスチック」のようなスーパー等店

頭でのリサイクルが行われていない品目

において、僅かではありますが回収量が

増加の傾向がみられました。ごみとして

焼却されていたものが資源としてリサイ

クルされるように少しずつではあります

が市民の３Ｒ意識が向上してきておりま

す。今後も引き続き、適正分別を広く周

知し、３Ｒによるごみの減量を図ってま

いります。 

市民環境部 

 
農業集落排水事業特別会計 

附  帯  意  見 処 理 結 果 担当部等名 
農業集落排水施設の統廃合にあたって

は、対象地域住民への丁寧な説明と料

金の激変緩和について配慮されたい。 

制度見直しについて理解していただけ

るよう、令和元年11月（６会場）と令和

２年２月（26会場）に説明会と相談会を

開催しました。 

また、使用料についても激変緩和措置

を令和２年４月に実施しております。 上下水道部  
水道事業会計 

附  帯  意  見 処 理 結 果 担当部等名 
安全、安心な水道水の安定供給を継続

するため、水道施設の老朽化対策につ

いて積極的に取り組まれたい。 

水道施設の老朽化対策については、奥

州市水道施設耐震化基本計画や奥州市水

道事業アセットマネジメント計画に基づ

き、計画的に事業を進めております。 

令和元年度には老朽管を約6.1km更新

しましたが、今後も継続的に実施してま

いります。 

上下水道部 
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病院事業会計 

附  帯  意  見 処 理 方 針 担当部等名 
市立病院・診療所について、更なる健

全経営に努められたい。 

経営の改善・安定化を図るため、地域

包括ケア病床導入をはじめとした経営改

善策を実施するとともに、医師不足がよ

り深刻な状況となっていることから、引

き続き医師確保に向け全力を挙げて取り

組んでまいります。 医 療 局  
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